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水を還す。
料理して、食べて、トイレに行って、お風呂に入る。
そのすべてに水が必要。
メールして、音楽を聴いて、おしゃれして、勉強もちょっとする。
そのために必要なモノを作るすべてに水が必要。

水は貴重な資源。大切に使わなくちゃだめ。
そんなことはもちろん分かってる、つもり。
でも、水ってどこからきて、
どうやって自然に還されてるかって聞かれると、
正直「なんとなく知ってる」ぐらいかも。

わたしたちの身の回りのすべてに、
誰かの、何かの、水にまつわるストーリーが秘められている。
それを感じながら生きることって、きっとかっこいい。
だから。
ふだんの暮らしの中に少しだけ「水」について考える時間を…
そんな思いで『Water-n』を編集しています。

［ Water］+［Return］
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「美しくなりたい」。何が美しいかという
イメージは、時代や国、文化、そして個性に
よっても大きく変わるけれど、この思いは
多くの人にとって共通している。
「美」の土台である肌は、水による潤いが
不可欠。美を叶えるアイテムであるコスメ
にも、きれいな水が必要。水を美しく保つ
ことは、自分の、そして人々の美に貢献する
ということでもあるはずだ。

﹇
特
集
﹈
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肌
は
体
を

守
る
バ
リ
ア

肌
は
体
の
中
を

映
す
鏡

ス
キ
ン
ケ
ア
は

水
が
9
割
⁉

　
美
肌
に
つ
い
て
話
す
前
に
、皮
膚
の

役
割
か
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。「
外
部

の
刺
激
や
異
物
か
ら
体
を
守
る
」「
体

温
を
調
節
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は「
水
分
を

逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、体
を
乾
燥

か
ら
守
る
」こ
と
で
す
。私
た
ち
の
体

の
半
分
以
上
は
水
で
す
か
ら
、
皮
膚

が
守
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん

ど
ん
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
皮
膚
の
表
面
に
は
0.
0
2
mm
ほ
ど

の「
角
層
」が
あ
り
、10
〜
20
層
が
し
っ

か
り
と
積
み
重
な
っ
た
「
角
層
細
胞
」

と
、そ
の
間
を
埋
め
る「
細
胞
間
脂
質
」

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。そ
の
上
を
皮
脂

が
覆
い
、こ
れ
ら
が
体
を
し
っ
か
り
と

包
む
こ
と
で
、
ま
さ
に
水
も
漏
ら
さ

な
い
状
態
に
な
る
の
で
す
。皮
膚
と
い

う
の
は
常
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
て
、

角
層
を
含
む
「
表
皮
」
の
い
ち
ば
ん

下
の
「
基
底
層
」
で
生
ま
れ
た
「
ケ
ラ

チ
ノ
サ
イ
ト（
角
化
細
胞
）」が
少
し
ず

つ
形
を
変
え
な
が
ら
上
に
押
し
上
げ

ら
れ
て
い
き
、
や
が
て
死
を
迎
え
る

（
角
化
）と
角
層
細
胞
と
な
り
、最
終
的

に
は
垢
と
な
っ
て
は
が
れ
落
ち
ま
す
。

こ
の
一
連
の
動
き
が
「
タ
ー
ン
オ
ー

バ
ー
」で
、4
〜
6
週
間
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
正
常
な
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
の
過
程

で
、皮
膚
の
水
分
保
持
に
必
要
な
も
の

が
生
ま
れ
ま
す
。そ
れ
が
「
天
然
保
湿

因
子
」と「
細
胞
間
脂
質
」。「
天
然
保
湿

因
子
」「
細
胞
間
脂
質
」「
皮
脂
」、
ど
の

条
件
が
欠
け
て
も
水
分
は
逃
げ
て
し

ま
い
ま
す
。ま
た
、正
常
な
タ
ー
ン

オ
ー
バ
ー
が
行
わ
れ
ず
に
肌
に
適
度

な
水
分
が
保
た
れ
な
い
と
、
ひ
び
割

れ
、
か
ゆ
み
、
痛
み
、
刺
激
に
弱
い
と

い
っ
た
症
状
が
出
て
き
た
り
、バ
リ
ア

機
能
が
弱
ま
っ
て
、外
か
ら
異
物
が
侵

入
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
適
度
に
潤
っ
た
美
肌
は
、
正

常
な
働
き
を
す
る
健
康
な
皮
膚
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
皮
膚
に
は
も
と
も
と

水
を
捕
ま
え
て
保
湿
を
す
る
力
が
備

わ
っ
て
い
る
ん
で
す
。し
か
し
、
洗
顔

な
ど
の
洗
浄
や
紫
外
線
、加
齢
に
よ
る

皮
脂
量
の
低
下
、そ
し
て
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
っ
て
皮
膚
の
表
面
の
水
分
が

失
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
水
を

補
っ
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
あ
、肌
に
水
を
か
け
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
と
、そ
う
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。水
で
も
一
時
的
に
皮
膚
の

水
分
量
は
増
え
ま
す
が
、あ
っ
と
い
う

間
に
蒸
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で

化
粧
水
な
ど
が
有
効
な
の
で
す
。そ
れ

ら
に
は
皮
膚
に
潤
い
を
与
え
る
た
め

に
、
油
性
成
分
や
保
湿
剤
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。油
な
ど
の
成
分
は
「
水

と
油
」の
言
葉
ど
お
り
、
水
と
は
混
ざ

り
合
い
に
く
い
も
の
。そ
の
た
め
、
食

品
な
ど
に
使
わ
れ
る「
乳
化
」や
、油
が

透
明
に
な
っ
て
水
分
と
混
じ
り
合
う

「
可
溶
化
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。化

粧
水
の
9
割
は
水
で
す
が
、実
は
油
分

も
含
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
肌
の
構
造

が
解
明
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、よ
り
効

果
的
に
水
を
保
持
す
る
化
粧
品
が
増

え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
ス
キ
ン
ケ
ア

＝
肌
の
水
分
を
補
う
の
が
目
的
だ
と

い
う
こ
と
は
、今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

の
で
す
。

　　
人
は
な
ぜ
美
肌
に
な
り
た
い
の

か
。こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
私
は

「
肌
」
が
体
の
健
康
状
態
を
あ
ら
わ
す

も
の
だ
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

紫
外
線
な
ど
の
外
的
要
因
も
あ
り
ま

す
が
、「
肌
が
荒
れ
る
」
と
い
う
の
は

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
な
ど
、
体
の
シ
ス
テ
ム
が
働

い
て
い
な
い
結
果
も
お
お
い
に
含
ん

で
い
ま
す
。つ
ま
り
、
美
し
い
肌
は
健

康
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
「
美
肌
に
な

り
た
い
」と
い
う
願
い
は
、健
康
を
求

め
る
人
間
の
本
能
的
な
も
の
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

基底層で細胞分裂によって生まれた細胞が、
形と役割を変えながら肌表面へと押し上げられていきます。

メイク落としや洗顔料はなぜ必要？

水分を保つためには、洗顔はあまりよくないんじゃないの？と
思えてきますが、やはり汚れはある程度落として清潔さを保
つことが大切です。汚れには汗の塩分やほこりなどの水にな
じむ汚れと、皮脂、化粧品などの油になじむ汚れがあります。
そのため、水やぬるま湯での洗顔だけでなく、メイク落としや
洗顔料で油汚れと水溶性の汚れ、両方を落とす必要があるの
です。肌に不要なものは落としつつ、細胞間脂質や天然保湿因
子は残す。それが洗顔料に課せられた役割なのです。洗う場
合、ゴシゴシ洗いは刺激で肌を傷めるので禁物。洗ったあとの
保湿も早めに行いましょう。

と と の

人間の皮膚に関する研究が進んだ現在、
コスメに関する記事や解説は、まるで科学記事⁉　
そこで、資生堂の製品化研究や基礎研究に長年従事してきた
福井寛先生に、肌と水の関係、そしてコスメの役割について、
お話を聞いてきました。

工学博士（名古屋大学）、技術士（化学）。1950年
鳥取県生まれ。広島大学大学院工学研究科修士
課程修了。74年資生堂に入社し、36年間化粧
品研究に携わる。福井技術士事務所代表、日本
化学会フェロー。『トコトンやさしい化粧品の
本』（日刊工業新聞社）など著書多数。

●汗が乾いたあとの
   塩分、尿素
●ちり、ほこり
●はく離した角層 etc…

になじむ
汚れ

●化粧品
●余分な皮脂 etc…

水
になじむ
汚れ油

角層

角層細胞

顆粒細胞顆粒層

有棘層

基底層

皮脂
脂肪酸 25％など

天然保湿因子
（NMF）
アミノ酸類40％など

細胞間脂質
セラミド 50％など

毛
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シ
ン
プ
ル
な
定
番
商
品
を
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
す
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
支
持
さ
れ
て
い

る
「
無
印
良
品
」。中
で
も
ス
キ
ン
ケ
ア

シ
リ
ー
ズ
は
「
安
く
て
品
質
が
い
い
」

と
化
粧
品
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も

登
場
す
る
ほ
ど
。そ
の
い
ち
ば
ん
の
こ

だ
わ
り
は
、
肌
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

成
分
で
あ
る「
水
」で
す
。

　
敏
感
肌
用
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、エ
イ
ジ

ン
グ
ケ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
ン

が
あ
る
中
、す
べ
て
の
原
料
と
な
る
の

が
岩
手
県
釡
石
市
に
あ
る
、釡
石
鉱
山

の
天
然
水
で
す
。酒
造
り
や
料
亭
で
も

使
わ
れ
て
い
る
名
水
は
、天
然
の
フ
ィ

ル
タ
ー
と
も
い
え
る
厚
い
岩
盤
を
数

十
年
も
の
長
い
時
間
を
か
け
て
通
る

た
め
、
不
純
物
が
少
な
い
の
が
特
徴

で
す
。ま
た
、
肌
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
少
な
い
軟
水
が

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
水
は

と
て
も
細
か
く
、ミ
ネ
ラ
ル
分
の
少
な

い
超
軟
水
。涙
に
近
い
成
分
で
、肌
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
す
っ
と
し

み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

人の目で厳重にチェックをしてつい
に完成！ 全世界の無印良品へと運
ばれていきます。

厳しい検査を経て完成

私

た

ち
の

肌

を

す

こ

や

か

に

保

つ

た
め
に
�
水
が
大
事
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
は
�
前
ペ
�
ジ
で
紹
介

し
た
通
り
�
化
粧
品
の
基
本
原
料
で

あ
る﹁
水
﹂
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
る
こ

と
で
�
ロ
ン
グ
セ
ラ
�
商
品
と
な
�
て

い
る
の
が
�
無
印
良
品
の
﹁
ス
キ
ン

ケ
ア
シ
リ
�
ズ
﹂
で
す
�

一
滴
の
水
が

化
粧
水
に
な
る
ま
で

岩
手
県
釜
石
の
天
然
水
を
採
用
し
た

無
印
良
品
の
ス
キ
ン
ケ
ア
シ
リ
ー
ズ

液体
コンテナ

人の目で
しっかり

自然
の雪解け水

トロッコで採水された水は、ろ過と
熱消毒を経て、液体コンテナに充
填されます。

採水して工場へ

植物エキスなど、10数種類もの成分
を投入しながら、７～８時間もかけて
ゆっくり攪拌。できあがった化粧水
は、厳重に衛生管理された充てん
室へと運ばれます。  

化粧水の成分を投入

かつて、鉄鉱石を掘るために開かれ
た釡石鉱山。ブナやクヌギが生い
茂る原生林に降りそそいだ雨や雪
解け水は、石灰岩や磁鉄鉱、花崗岩
などが重なり合った地層をゆっくり
と通り抜けてろ過され、不純物の少な
い天然水として湧き出します。

大自然から生まれる天然水

注ぎます

岩手県
釜石市

秋田県

青森県

宮城県

写真提供：株式会社良品計画

無印良品のスキンケアシリーズについて、詳しくはこちら！
www.muji .com/jp/skincare/column001.html

0506 COSMETICS byWater-n 



1980 年の創業以来、肌に負担となる

防腐剤や殺菌剤を使用しない

化粧品を作り続けてきた「ファンケル」。

素肌を大切にする化粧品は、

水も大切にする化粧品でした。なぜ防腐剤や殺菌剤を入れないの？

化粧品に配合されている防腐剤や殺菌剤は、人の手などにつ
いた雑菌が化粧品の中で増殖して腐敗するのを防ぎます。

しかし時には、これらの防腐剤や殺菌剤が肌への刺激となり、アレル
ギーを引き起こす可能性があるのです。また、これらは雑菌などの微
生物を殺すだけでなく、ヒトの細胞にストレスを与え、細胞の増殖や
代謝に必要な機能を低下させ、細胞の老化を加速させるとも考えら
れています。
　したがってこれらを配合しない「無添加化粧品」は、アレルギー
を起こしやすい人も安心して使える上、アンチエイジングにも期待で
きます。

Q
A

化粧品などのパーソナルケア商品に含まれる防腐剤のパラ
ベンやその分解物が、河川や川底堆積物から検出されたとい

う論文が発表されました。化粧品や洗顔料に使われているこれらの
成分は、家庭用排水から下水処理場、そして河川へと流れていくから
です。これらの化合物は、ヒトやメダカのエストロゲン受容体（生殖に関
係する分子）に影響を及ぼすことも報告されています。また、洗顔料な
どの洗浄剤は、界面活性剤を多く含んでいます。界面活性剤は、細胞膜
を壊す作用があり、河川の水質への影響も懸念されているのです。

日本人は一般的に洗顔を好む傾向にあります。そのため、１回
の洗顔で使用する水の量を少なくすることは水資源の保護

を考える上で、とても重要な観点です。
　また洗浄剤の界面活性剤力が強ければ肌にも河川にも影響を与え
ます。「肌にも河川にもやさしい」をポリシーに、ファンケルでは化粧品
を設計しています。

化粧品は、
水にどんな影響を及ぼすの？Q

すすぎやすさも水に関係あるの？

無
添
加
化
粧
品
が 

肌
と
水
を
守
る
！A

A
Q

ファンケルさんに聞きました！
Q&A

協力：株式会社ファンケル

0708 COSMETICS byWater-n 



「美しくなりたい」といっても、
人々が求める「美」は時代に
よってさまざま。
私たちを助けてくれるコスメも、
世の中の動きによって変わって
きているのです。

0910 COSMETICS byWater-n 

●現代のスキンケアに欠かせない
化粧水が普及したのは江戸時代。
白粉や紅といったメイクが身だし
なみとして普及すると、白粉をきれ
いにつける化粧下地として必要と
なったのです。江戸中期になって
薄化粧がトレンドになると、女性た
ちの意識は「素肌の美しさ」に向け
られていきます。そうして、化粧水
は「肌を整えるため」の化粧品へと
なっていきます。
　江戸から明治までのロングセ
ラーとなった化粧水「花の露」は蒸
留器に「水」「いばらの花」を入れ
て蒸した蒸留水を集めて作られた
そうです。このようなオーガニック
化粧水を自分で作る女性もいた
のだとか。
画像：ポーラ文化研究所

◀  江 戸 時 代

戸
時
代
の
ト
レ
ン
ド
も

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ス
メ

江

●明治時代に発行された『欧米最
新美容法』という本では「化粧の
準備は、洗顔から」と書かれてい
ます。そこには「熱湯で洗うとさっ
ぱりするが、皮膚の弾力が失われ
て皺ができやすくなる。洗うなら
微温湯で」など、今でも言われるこ
とがすでに書かれているのです。
　また大正時代に発行された『化
粧美学』には「水の中ではいちばん
やわらかい雨水がいい、井戸水の
ような硬水はカルシウムなどの
ミネラルが含まれるため肌がざら
ざらし、乾燥しやすくなる」というこ
とが書かれています。
画像：ポーラ文化研究所

◀  明  治

に
は
軟
水
」は
ず
っ
と

昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
！

「
肌

●「職業婦人」という言葉が生まれ
た大正時代。経済力と社会性を得
た女性が、文化創出の原動力と
なっていきました。娯楽映画やデ
パートなど、それまでにないシーン
がさまざまに発展し、また洋風の化
粧やファッションを日本流にアレ
ンジしたモダンなスタイルも生ま
れました。
　また、当時から化粧は美しくある
ためと同時に、社会人としてのマナー
という面もありました。忙しくなる
につれ、化粧時間が短くてすむ「ス
ピード美容」が求められるように
なり、化粧品メーカーもTPOに合わ
せたさまざまな商品を開発してい
きます。
画像：ポーラ文化研究所

◀  大  正

正
時
代
に
生
ま
れ
た

新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

大

◀  昭和～現代

代
の
コ
ス
メ
は
科
学
だ
！ 

現

◀  昭和～現代

代
の
コ
ス
メ
は
科
学
だ
！ 

現

●東西を問わず、かつて化粧は男
性も施してきたものですが「男らし
さ」が概念化するにつれ、男性のメ
イクは廃れてしまいました。しか
しここ数年、男性用化粧品の市
場が急成長を遂げています。それ
は若い世代に「ジェンダーレス」意
識が浸透してきたというだけでな
く、コスメの「コンプレックスを個
性に変える」「メイクで自信をつけ
る」といった魅力に、男性も気づい
てきたからなのかもしれません。
シャネルやトム・フォード、スリー
といった人気ブランドに加え、男
性用コスメの新ブランドも誕生す
るなど、この流れに男子も女子も
目が離せません！

2019年

子
だ
っ
て

キ
レ
イ
を
磨
き
た
い

男

江戸時代に使われていた蒸留器「蘭引」。
水・いばらの花・水と重ねて蒸留水を抽出します。

『欧米最新美容法』
（東京美容院編 1908 ＜明治41＞年）

大正時代には、コンパクトなど
携帯化粧道具が使用されるように。

肌にまつわる研究や発見はまさに日進月歩。
化粧品の進化も止まりません。

2018年1月に誕生したメンズスキンケアブランド
「BOTCHAN（ボッチャン）」

は
世
に
つ
れ
、

世
は

に
つ
れ

れ
き し

の
コスメ

「美」への
飽くなき探求は続く

●ヒアルロン酸、コラーゲン、セラ
ミド……1980年代後半にバイオ技
術が飛躍的に発展して以降、コスメ
用語はカタカナ語が増え、ぐっと科
学的になっていきました。そこで
もポイントはやはり肌の「保湿」。
細胞間に水を保持させるための
機能を各メーカーが謳うことで、
より肌の保湿に関心が高まってき
たという背景があるのです。また、
エアコンの普及などで、高温多湿
の日本でも乾燥しやすくなり、また
ストレスの増加が肌の負担になっ
ていることも、保湿機能を求める
一因となっているようです。

参考資料：「新・日本のやさしい化粧文化史」ポーラ文化研究所



　

下
水
道
は
知
っ
て
い
ま
す
よ
ね
？ 

ト
イ
レ

や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
で
私
た
ち
が
使
っ
て
汚

し
て
し
ま
っ
た
水
を
パ
イ
プ
で
集
め
、
下
水
処

理
場
で
処
理
し
て
、
川
や
海
に
還
し
て
く
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

で
は「
下
水
」っ
て
何
か
分
か
り
ま
す
か
？ 

そ
の
構
成
要
素
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、

暮
ら
し
や
工
場
な
ど
で
汚
し
て
し
ま
っ
た
水
。

こ
れ
は「
汚
水
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
難
し
い
で
す
ね
。答
え
は
「
雨
水
」

で
す
。

　

つ
ま
り
、
冒
頭
の
下
水
道
の
説
明
は
、
正
し

く
は「『
下
水
＝
汚
水
と
雨
水
』を
パ
イ
プ
で
集

め
て
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
川
や
海
に
降
っ
た
雨
は
対

象
外
。下
水
道
が
集
め
る
の
は
、ま
ち
に
降
っ
た

雨
で
す
。下
水
道
に
雨
水
排
除
の
機
能
が
な

か
っ
た
ら
、
ま
ち
は
少
し
の
雨
で
水
浸
し
に
な

り
、浸
水
被
害
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
す
。

　

汚
水
と
雨
水
の
排
除
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
下

水
道
は
２
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

汚
水
と
雨
水
を
同
じ
パ
イ
プ
で
集
め
る
方
式

は「
合
流
式
下
水
道
」、
別
々
の
パ
イ
プ
で
集
め

る
方
式
が「
分
流
式
下
水
道
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

合
流
式
下
水
道
は
パ
イ
プ
が
１
本
で
す
む

た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
整
備
で
き
ま
す
。下
水

道
事
業
の
初
期
の
昭
和
30
年
代
こ
ろ
ま
で
は
、

１
日
で
も
早
く
汚
水
を
ま
ち
か
ら
排
除
し
、浸

水
を
食
い
止
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
合
流

式
が
多
く
採
用
さ
れ
ま
し
た
。東
京
や
大
阪
な

ど
の
大
都
市
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
コ
ス
ト
抑
制

と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、
弱
点
は
大
雨
で

す
。大
量
の
雨
水
を
す
べ
て
下
水
処
理
場
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。限
界

を
超
え
る
と
、
汚
水
が
混
じ
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
未
処
理
の
ま
ま
川
に
放
流
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
45
年
に
下
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
川
や

海
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
が
下
水
道

の
役
割
と
し
て
定
義
さ
れ
る
と
、
未
処
理
放
流

が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。分
流

式
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ

以
降
の
こ
と
で
す
。

vol.5  
Let ’s study 
about water

「
下
水
」っ
て
何
で
す
か
？

「
汚
水
&
雨
水
」か

「
汚
水
」&「
雨
水
」か

被
災
地
の
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

家庭

下水 道

下水 処 理 場

川・湖・海

蒸 発

雨 雲

川や海へ
きれいにして還す

川や湖から取 水

浄水 場

そしてまた旅が始まる…！

家庭から出た洗顔などの排水は、
下水処理場や、浄化槽でキレイになってから
川や海に還され、また循環の旅へと出ていくよ。

水の循環

S TA RT !

SEWAGE P I PE

HOME

SEWAGE TREATMENT PLANT

WATER PUR I F I CAT ION PLANT

R IVER,  LAKE,  SEA

EVAPORAT ION

RA I N CLOUD

Case  o f  COSMET I CS

浄化槽
J OHKASOU

SYSTEM

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今（
７
月

４
日
）、九
州
地
方
で
豪
雨
が
続
き
、住

宅
地
が
浸
水
し
た
り
、
道
路
が
川
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
映
像
が
テ
レ
ビ
で
繰
り

返
し
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
害
と
聞

く
と
、堤
防
の
決
壊
を
想
像
し
が
ち
で

す
が
、
今
回
は
下
水
道
が
雨
水
を
排
除
し

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
合
流
式
で
も
分
流
式
で
も
、

5
年
や
10
年
に
１
度
の
大
雨
を
想
定
し
た

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、昨
今
の

雨
の
降
り
方
は
想
定
を
軽
々
と
超
え
て

い
き
ま
す
。下
水
道
に
よ
る
ハ
ー
ド
対

策
も
必
要
で
す
が
、避
難
場
所
の
確
認

や
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
、早
め
の
避
難

な
ど
1
人
1
人
が
自
分
の
身
を
守
る
ソ

フ
ト
対
策
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

分流式下水道 合流式下水道

雨水汚水

歩道 道 路 歩道 道 路

汚水と雨水

11



使った水を還すためには、

国、自治体、企業、

さまざまな人が関わっている。

どんな仕事があるのか、

見てみよう！

government

水

municipal ity

energy ferti l izer clean water

returnreturn

water-n picture book

土木・建築機械

電機

基礎工事やパイプの敷設

施設の運転に

必要な電気を供給

資器材

マンホール蓋など

資材を製造

運営管理

処理に必要な

装置の製作

machines civil engineering & construction materials

electrical machinery management

水を還す施設
Facilities for returning water

人口が少ない地域の

排水を処理！

エネルギー 肥料 きれいな水

を還すお仕事 図 鑑 

政策

（法律、予算、技術基準など）を

決定

国
［国土交通省/環境省/農林水産省］

自治体

下水道計画・

生活排水処理計画・

経営計画などを策定

コンサルタント

計画・設計・

経営などを

サポート

consultant

施設の運営や

パイプのメンテナンス

Step1

Step3

海外の水を守る

お手伝いも

やってるよ

johkasou system

浄化槽
sewer system
下水道

sewage treatment plant

処理場

Step2

world

水
を
還
す
達
人
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画

H2男
（えいち つうお）

第6 回

こ
れ
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を

積
む
に
あ
た
っ
て
、

何
を
目
標
に
し
て

い
き
た
い
で
す
か
？

お
2
人
と
も
学
生
時
代
は

イ
ン
フ
ラ
と
無
縁
だ
っ
た

そ
う
で
す
が
、入
社
し
て

意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
か
？

まちづくりの現場にいる人々の働きを、営業の立場から肌で感じる小林さん（左）と、防災に関する解析を行う技術部の松本さん（右）

小林幹明さん 

下水道関連・道路関連の製品
を取り扱う営業第二部に
所属。学生時代は文系で、
インフラ系の知識はほぼ
ゼロだったそう。

松本栞さん 

既存製品の改良や新製品の
開発を行う技術部に所属。
「落石防護柵」の改良・開発
のために、落石の物理的挙動
の解析を担当。

続
く
！

お
2
人
は
現
在
、

ど
ん
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

⥄ಽߩ㑐ߚߞࠊ
仕事ࠍ誇ߦ߁ࠃࠆࠇ

㧋ߚࠅߥ

新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

風
通
し
の
い
い

社
風
が
魅
力

下水道の更新や浸水対策、防災事業など、
社会の変化を見すえたインフラ整備を目指すベルテクスグループ・ゼニス羽田。
入社2年目のフレッシュなお2人に、
仕事と日々のやりがいについてインタビューしました！

松本さん「相談や意見を言いやすいところは
すごく助かっています」（右）

ἴኂࠄ߆人ࠍࠆ
ຠߩ㐿⊒ߦ
㑐߫ࠇࠇࠊ
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いま
な
と
み
ら
い
21
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る
、全
長
約
７

０
０
m
の
細
長
い
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
公
園
。人
々
の
憩
い

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、地
区
の
内
外
を
結
ぶ
重
要
な
歩
行
者
軸

で
も
あ
り
ま
す
。昭
和
58
年
に
開
発
が
始
ま
っ
た
こ
の
地
区
は
、

そ
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
に
ぎ
わ
い
が
増
加
し
ま
し
た
。一
方
、

平
成
元
年
に
一
部
開
園
し
た
公
園
で
は
、公
園
の
活
用
や
周
辺

と
連
携
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
の
要
請
、施
設
や
設
備
の
老
朽
化
、

そ
し
て
埋
立
地
ゆ
え
の
緑
の
少
な
さ
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
横
浜
市
が
進
め
た
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
公
園
の
再
整
備

計
画
の
核
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
使
っ

た「
み
ず
循
環
回
廊
」で
す
。グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は
、自
然
環

境
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
や
土
地
利
用

の
あ
り
方
を
示
す
概
念
で
す
が
、こ
の
地
区
は
埋
立
地
の
た
め
に

樹
木
が
育
ち
に
く
い
環
境
で
し
た
。横
浜
市
は
「
横
浜
み
ど
り
ア
ッ

プ
計
画
」も
進
め
て
お
り
、ま
ず
緑
を
育
成
す
る
た
め
に
、そ
の
基

盤
を
作
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
地
下
に
長
大
な
雨
水
貯
留
砕
石
層
を
設
け
、
浸
透
側
溝
や
保
水

性
舗
装
な
ど
で
雨
水
を
保
水
さ
せ
る
仕
組
み
を
設
置
し
ま
し
た
。

保
水
性
舗
装
や
樹
木
と
連
動
し
、空
と
地
下
の
間
で
垂
直
方
向
の

大
き
な「
み
ず
循
環
」を
生
む
こ
と
で
樹
木
が
健
全
に
育
ち
、心
地

の
い
い
緑
陰
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、樹
木
や
保
水
性
舗
装
か
ら

水
が
蒸
発
散
す
る
こ
と
で
、涼
し
さ
を
創
出
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。ま
た
、鳥
や
虫
な
ど
、生
き
物
の
生
息
に
も
好
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
人
に
も
環
境
に
も
う
れ
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、全
国
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

グリーンインフラを活用してリニューアルした美術の広場（ケヤキテラス）。
心地よさを体感できる憩い空間が形成された。再整備前、再整備後。

水
に
ま
つ
わ
る
む
か
し
・
い
ま
・
み
ら
い

むかしいま

いい水を感じたら、私たちのことを思い出してください。
私たちは水と歩み続ける会社です。WE ARE WATER-N COMPANIES!

水から経済・社会・地域を  考えるWebジャーナル

「インフラ」「まちづくり」
「環境・エネルギー」「安全・
安心」「公民連携」「地域
活性」「モノづくり」「ESG
経営」「文化・伝統」「食」…。
多種多様な社会情勢を「水」
でつなぎ、「水」を基軸とした
統合的な情報を発信します。
すべての記事が無料で閲覧
可能。ぜひ研究や仕事にお
役立てください！

mizudesign
journal.com

造るのは、モノだけじゃない。知恵を絞って、安心の新しいカタチを造ろう。
これからも、すべての人が笑顔で暮らせるように。

ベルテクスグループ

暮らしのインフラを支え未来を拓くDNA

テピア環境インターナショナル株式会社

環境技術の海外活用を支援致します

www.hinodesuido.co.jp

水の総合コンサルタントのリーディング・カンパニー
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Water-n      Culture!

発行日：2019 年8月2日
協力：国土交通省下水道部 / 環境省水・大気環境局水環境課
        環境省環境再生・資源循環局浄化槽推進室 /
        下水道広報プラットフォーム未来会

次号は「Money by Water-n」（2020年1月発行）

愛すべき隣人（？）との
奇妙な共同生活
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「ばらの花」
くるり
（ビクターエンタテインメント）

京都を代表するバンド
初期の大名曲

「ハーブ氷」で楽しむ夏のドリンク

国内最大規模の下水道の展示会
「下水道展‘19横浜」開催！

DATE S

2019年8月6日（火）～ 9日（金） 
10：00～17：00 （初日開館10：30 、 最終日閉館16：00）

PLACE

パシフィコ横浜 展示ホールＡ～Ｄ/ アネックスホール
〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい 1-1-1

［参考］『熱中症環境保健マニュアル』（環境省） http://www.wbgt.env.go.jp/pdf/envman/full.pdf

女子 男子

写真提供：公益社団法人 日本下水道協会
［事前登録はこちらから］

新生児
80% 70% 65% 60% 55% 50~55%

乳児 幼児 成人男性 成人女性 高齢者
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